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12．鉱物一縦列の理解
：

column:２１１Col11mm:３１column:４１Col1〕m､:５１column:６１column:７ＣＯ]']mｍＲ Co11TTnn:９Ｃｎｌ１１ｍｎ:１

Zか'[ｈ１ｑｇｍ：
「私は存在するのか存在

しないのか」

轡籔

Ｂ巴zJzZLizzmJ
「分離プロセス

の初めだが､まだ

大変連携してい

ＢｂｍｎＪ

「私はくっついて

ＺﾌﾟｵﾊﾌﾟＪＪｍＪ

「私は存在するが完全に

何か、または何か他のも

のと－つである。私には

絶対的に能力がなく分離

た
い
私
母
の

い
た
↑
だ
る

いのか分かれ

のか”

1土中にいてまる。
活

極端に分かれる と連携していを考えることすらできな

い。私は連携していて幸 のが怖い:Ｉ 力囚、子宮の外

で別れているの

か」

しがみつきたい

せだ」

jV22gne鉱ｚｚｍＪ
個人の選択を感

じ始めるが､それ

を表現するのが

大変怖い。「私は

自分でいたくな

い､なぜならもし

私でいれば－人

になり、それは大

変怖いので。

私はあなたが私

にして欲しいこ

とをするし､食べ

てもらいたいも

のを食べる｡なぜ

なら私は自分自

身でいたくない

から」

４町、ノカａＪ

「私は自分でいた

いのか、あなたの

,思う私でいたいの

｣V2Htrzzmf

「私は自分が分離した存

在だと感じる、分離して

存在できるが別々のアイ

デンティティーはなく、

また自分自身の栄養、ケ

ｶﾐ」

自分のアイデンテ

を見つける能力はな イティーに関して

ア
い
ア
党

の混乱」

イデンティティーの感

はない｡｢私は自分では

ない」

アイデンティティーの混

乱：自分自身について、

あたかも自分のでないよ
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